
・実家は農家だが、手伝ったことはなかったので、体験しよう
と参加。トマトの収穫が印象的で、緑色の樹液が手に、
いっぱい付くので、女性は嫌だろうナと苦労の一端を知り、
食べ物を大事に食べようと思った。体験は将来、栄養指導
等の際のネタに使えると思った。（中）
・農業とは全く縁がなかったので、いい機会だと思い参加し
た。暑かったので、長く感じたが、収穫しながら試食ができ、
美味しく、楽しい体験だった。トマトのヘタを付けて収穫する
のが大変だった。（ヘタがとれたら試食！(^-^;）（野）
・知識だけではなく、体験が必要だと思い参加した。イチゴ
の芽摘みは、家庭菜園を楽しんでいる父は知らない。出荷
して、誰かに食べてもらうための作業だと思った。クラブ員が、
祖母の家の近くのスーパーに野菜を出荷していることを知り、
身近に感じた。この体験は将来、子ども達の食育に活かせ
ると思う。（吉）
・めったに体験できないので参加した。農作業の大変さを実
感し、なるべく徳島産の物を買おうと思うようになった。将来、
どこにいても地産地消を心がけたい。(岡）

感想・そしてこれから・・・

近藤さん特製イチゴ大福(‘-’*)

一日目の休憩時間には、
三好地区の方が手作りの
イチゴジュース、イチゴ大福、
おへぎ（かきもち）やスイカ
などおや をたくさん用意し

おへぎ

自分で打ったそばを試食

ウン！いけるネ

三好地区アグリクラブ と 四国大学の交流会のこと
三好地区アグリクラブは、三好市と東みよし町内の40歳
以下の農業者で構成しています。クラブ員は16名で、主に
活動しているのは7名。経営内容は様々ですが、アグリクラ
ブを通じて、横の連携を図っています。事務局は徳島県西
部総合県民局(三好農業支援センター）内にあります。
交流会のプランの作成から運営までをクラブ員が手がけ、
三好農業支援センターがサポートし、三好地区農業農村
振興協議会の後援を受けて開催しています。体験を提供
する農家は、クラブ員が順番で行っています。毎年、違う農
家で行うことで、農家も一緒に勉強しています。受け入れ農
家が少ないのが課題です。
｢学生には、農業体験や試食、料理レシピの作成などで、
地域農産物を知り、食育・地産地消を進める原動力となっ
てもらうこと、また、次代を担う青年農業者は、将来、食のス
ペシャリストとなる学生との交流を通じて、新しい消費者の
考え方を理解し、これからの農業経営の改善に役立てるこ
と、そして、消費者と生産者の相互理解を
深めること」が、今回の交流の目的です。

四国大学生活科学部には、地域の食育活動のリーダーにな
れる人材を育成することを目的にした、学科を越えた課外活
動｢食育夢工房｣があります。食育教材・おもちゃの製作や地
域の食材を利用した弁当開発などの活動を
平成17年から行っており、内閣府の平成25年度
食育推進ボランティア表彰を受賞しました。

四国大学生活科学部には、地域の食育活動のリーダーにな
れる人材を育成することを目的にした、学科を越えた課外活
動｢食育夢工房｣があります。食育教材・おもちゃの製作や地
域の食材を利用した弁当開発などの活動を
平成17年から行っており、内閣府の平成25年度
食育推進ボランティア表彰を受賞しました。

などおやつをたくさん用意し、
お・も・て・な・し！

生絞りイチゴジュース!! スイカで水分補給

交流会が終わり記念撮影 楽しく学んだ二日間でした

http://www8.cao.go.jp/syokuiku/more/hyousyou/kettei_h25.html
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